
 

 

『治療と恋愛』  

精神科医師と患者さんが恋愛関係に発展したというニュースをたまにメディアで見かけます。 

実際にどのようなことがあったのかは想像の域を出ないので、報じられた先生方についてのコメント

は控えますが、精神医学や心理臨床の場で、治療関係を結んでいる患者さんと、医師やカウンセラー

が恋愛関係を持つことはあってはならないことです。倫理的な問題はもちろんですが、治療が破綻し

てしまう上に、病理的な問題をさらに強めてしまう可能性もあります。 

 

 しかしながら、こうした『『恋愛問題』は、こころを扱い治療をしている医師やカウンセラーにとっ

ては非常によくある問題でもありますので、今回話題にさせていただきます。 

 

 心理療法にもいろいろな理論や技術がありまして、「夜眠れないので眠れるようにしたい」とか、「人

前であがるので緊張を和らげたい」と言う人たちに自律神経を整えるリラクゼーションをしたり、効

果のあるトレーニングなどを実施して改善を図るといった『 現実的な内容】だけに取り組む心理療法

もあれば、 非現実的な内容】『・・・例えば絵を描いたり、夢の中の体験を扱うような心理療法もあり

ます。後者は、いわゆる深層心理とか無意識といったご本人にも自覚できていない傷つきや、欲望や、

過去の記憶なども登場します。それが事実かどうか、科学的にどうかということよりも、その人のこ

ころがどのように感じているか、何に怯え、何に突き動かされているのかが重要視されていきます。

常識やモラルにとらわれず、ありのままのその人のこころに触れていくことで、表面的な症状や悩み

に隠されていた問題の本質が浮かび上がり、それと向き合うことで苦しみから解放されることもあり

ます。 

 

だからと言って、無闇に実施することは危険だと私は考えています。信頼関係があればこそ、下手

をすると洗脳にも成りかねませんし、強い依存心を作り出してしまうかもしれません。気づいてしま

うとつらいから閉じ込めた思いや記憶というものもあります。それを掘り起こしてしまうことで、そ

の人が日常生活をこれまで通り送れなくなることも考えられます。私は、深層心理的な問題を扱うこ

とにはかなり慎重になってしまいます。 

 

 それでも、患者さんご本人のほうから、無意識やこころの深層へのかかわりを求めていらっしゃる

ことも少なくはありません。何かがご自分のこころの奥に引っかかっていると感じておられたり、時

には、ご自分のことを丸ごと受け止めてもらいたいという欲求の現れということもあります。そして、

誰にもわかってもらえなかった気持ちが受け止めてもらえたと感じたり、世間から否定されてきた

（と感じていた）ご自分が初めて肯定されたと思えたとしたら、その相手である主治医や担当カウン

セラーに対して特別な感情を持たれるのも自然なことでしょう。 

 

 この時の患者さんの感情のことを、私たちは『『転移感情』と呼びます。本来、治療者に向けられる

ための感情ではなく、その人にとっての重要な相手・・・親御さんであるとか、ご家族、恋人、（も

しかしたらご自分自身に）対して向けることで、患者さんは人生を豊かに送ることができるかもしれ

ません。そんな大切な感情を、「心理療法によって生じた特殊な信頼関係」にある治療者に親密さを

感じて向けてしまわれるのだと思われます。それは、スポーツ選手とそのコーチがつらさと喜びを一

体となって経験するうちに特別な関係になったり、映画で共演したカップル役の二人が実際に結婚さ

れたりする状況にもよく似ています。絶対的に違うのは、患者さんと治療者の関係の場合、恋愛関係

に転じてしまうと治療が失敗してしまうということです。何かしらの問題があって助けを求めていら

 



 

 

した患者さんの苦しみを解決することができず、治療者が自分自身の役割を見失っている状態といえ

ます。治療者が患者さんに対して個人的な感情を制御できなくなってしまうことを『『逆転移』と言い

ます。残念ながらそのような状態になってしまう治療者を時々見かけます。そのことに自分自身で気

づき、すぐに他の治療者の助けを求められる治療者は立派な人格の持ち主だといえます。 

 

「では、患者さんから向けられる『『度を超えた愛情』や、激しい恋愛感情に対してはどのように対

応するのか？」と、ご質問をいただくこともよくあります。 実は、私も毎年数回は経験しています。

そんな経験の上で学んだことは、「きちんと向き合うしかない」ということです。もちろん、恋愛感

情に対して応えることはできませんが、だからと言って、無視をしたり、「それは転移感情と言って

勘違いですよ」などとなだめたり、説得したりもしません。ただただ、私に向けられている感情、そ

の人の中にある気持ちが何を求め、本来はどこへ向かおうとしていたのかということに寄り添い続け

るのです。 

 

 当然、「振られた」と言って落ち込まれること、なぜ応えてくれないのかと怒る人、様々なネガテ

ィブな感情の渦に二人で飲み込まれることになります。 

それでも、一度始まった治療は嵐の中の船と同じで途中で降りることは大変危険です。激しい波に揺

られていると、誠実とはどういうことなのかがよくわからなくなってきます。「こんなに苦しんでい

るのに、なんで応えてくれないのか」と泣きじゃくられて、そうしてあげない自分は非情なのかとか、

その方のご家族やご友人から『「どうか応えてあげてほしい」などと懇願されたりするなど、揺さぶら

れる感情の海に溺れながら、何か月も漂ううちにいつの間にか岸辺が見えてくるような体験を私も何

度かしてきました。 

 

しかし、何回経験しても全く慣れることはありません。慣れてはいけないとも思っています。お一

人お一人の人生、孤独、傷つき、希望、欲動、あらゆる個性と、人間誰しもが持っているであろう本

能とが入り混じって生まれた衝動ですので、たどり着くところもそれぞれ異なるのです。そして、何

より、その人たちが症状や問題から解放されて生きていらっしゃるご様子から、いろんな幸せがある

ことを教わります。治療者なんぞが、勝手に思い描いた幸福を押しつけてしまう愚かさを思い知らさ

れます。 

 

心理療法に限らず、恋愛というもの自体が衝動的な思い込みであったり、いつの間にか間違いだっ

たと思えてしまったり、傷つくばかりで報われない恋もというものもあります。恋愛とは、世間が騒

ぐほど心地のよさばかりではないものかもしれません。 

しかし、その経験が人のこころを成長させたり、強く鍛えたりする部分もあります。 

 

患者さんが主治医に恋愛感情を抱くことも、逆に主治医がそれに答えても恋愛としては自然なのだ

と言われれば、全てを否定はできません。また、そのようなニュースを耳にしても人間だから仕方が

ないのかなと思うところもないわけではありませんが、カウンセラーとしての自分がどうかと考える

と、やはり、どこかで相手の人生、自己実現の機会を邪魔してしまう気がしてしまうので、どんな感

情を向けられてもカウンセラーのままでいたいと思ってしまいます。今日も激しい感情を受け止めな

がらそんなことを考えていました。 
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